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自
衛
隊
の
中
東
派
兵
に
抗
議

有
休
取
得
義
務
化
な
ど
解
説

周
術
期
の
管
理
を
学
ぶ

小
澤
理
事
長
が
談
話
を
発
表

有休の確実な取得や労
働時間の把握の重要性
を語る桂氏＝2019年12
月22日、保険医会館

経
税
部

北
大
阪
地
区

　

米
国
と
イ
ラ
ン
の
緊
張
状

態
が
高
ま
る
な
か
、
安
倍
政

権
が
自
衛
隊
の
中
東
派
兵
を

閣
議
決
定
し
た
こ
と
に
対

し
、
小
澤
力
理
事
長
（
写

真
）
は
２
０
１
９
年
12
月
27

日
、
政
府
の
決
定
に
抗
議
す

る
と
と
も
に
派
兵
の
撤
回
を

求
め
る
談
話
を
発
表
し
た
。

　

小
澤
氏
は
自
衛
隊
の
派
兵

に
つ
い
て
「
海
外
で
の
武
力

行
使
に
つ
な
が
る
危
険
性
が

き
」
と
述
べ
、
閣
議
決
定
の

撤
回
を
求
め
た
。
談
話
は
協

会
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
で
き
る
。

　

北
大
阪
地
区
は
２
０
１
９

年
12
月
21
日
、
吹
田
市
内
で

会
員
交
流
会
を
開
催
し
た
。

参
加
は
25
人
。「
周
術
期
口

腔
機
能
管
理
の
依
頼
が
あ
っ

た
ら
ど
う
す
る
か
？
〜
管
理

の
実
際
を
学
ぶ
」
と
題
し

て
、
岡
山
大
学
病
院
中
央
診

療
施
設
医
療
支
援
歯
科
治
療

部
の
曽
我
賢
彦
准
教
授
が
講

演
し
た
。

　

同
病
院
で
は
、
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
の
チ
ー
ム

医
療
体
制
を
構
築
し
治
療
を

行
っ
て
い
る
。
周
術
期
医
療

に
お
け
る
歯
科
介
入
の
目
的

と
し
て
、
①
手
術
前
の
菌
性

感
染
学
の
精
査
と
除
去
、
及

び
歯
髄
炎
な
ど
歯
に
起
因
す

る
急
性
痛
な
ど
に
よ
る
周
術

期
障
害
の
防
止
②
咀
嚼
機
能

の
回
復
と
経
口
栄
養
ル
ー
ト

の
確
保
③
気
管
挿
入
時
の
歯

の
損
傷
の
予
防
④
気
管
挿
入

前
の
専
門
的
な
口
腔
清
掃
、

術
後
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
お
け
る
口
腔

ケ
ア
⑤
摂
食
・
嚥
下
機
能
評

価
訓
練
―
―
を
挙
げ
た
。

　

実
際
の
入
院
現
場
で
は
、

口
腔
ケ
ア
は
ナ
ー
ス
が
行
う

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

曽
我
氏
は
、
歯
科
医
療
に

お
け
る
テ
ー
マ
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
し
て
、「
い
か
に

う
ま
く
削
る
か
、
か
ぶ
せ
る

か
、
抜
く
か
、
入
れ
る
か
」

訂
正　

１
月
５
日
付
３
面

「
会
員
投
稿
」
の
２
段
目
18

〜
19
行
目
に
あ
る
「
負
担
過

重
と
な
る
咬
合
面
の
加
高
」

は
、「
負
担
過
重
と
な
る
咬

合
面
の
過
高
」
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

極
め
て
高
い
」
と
指
摘
。
そ

の
上
で
、
憲
法
に
基
づ
く

「
平
和
的
外
交
を
尽
く
す
べ

　

経
税
部
は
２
０
１
９
年
12

月
22
日
、『
医
院
経
営
と
雇

用
管
理
２
０
１
９
』
の
発
刊

記
念
と
し
て
、
監
修
者
で
協

会
社
労
士
団
の
桂
好
志
郎
氏

に
よ
る
講
習
会
を
開
い
た
。

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
っ

て
義
務
付
け
ら
れ
た
年
５
日

の
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

や
、
労
働
時
間
の
客
観
的
な

把
握
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　

桂
氏
は
、
18
年
度
の
賃
金

不
払
い
残
業
の
是
正
件
数
で

は
保
健
衛
生
業
が
最
多
だ
っ

た
と
し
、
注
意
を
呼
び
掛
け

た
。
法
令
違
反
を
し
た
事
業

所
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人

を
出
せ
な
く
な
る
な
ど
具
体

的
な
不
利
益
が
生
じ
る
。

　

最
近
で
は
、
ネ
ッ
ト
の
求

人
広
告
や
人
材
紹
介
サ
ー
ビ

ス
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。
無
用
な
ト
ラ

ブ
ル
を
生
ま
な
い
た
め
に

も
、
労
働
条
件
を
し
っ
か
り

整
備
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

と
定
着
に
生
か
し
た
い
。

と
い
う
技
術
重
視
か
ら
、

「
い
か
に
歯
を
残
す
か
、
よ

く
噛
め
る
快
適
な
人
生
を
送

る
た
め
に
」
と
い
う
Ｑ
Ｏ
Ｌ

重
視
、
８
０
２
０
運
動
へ
移

行
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
い
か
に
全
身
の

健
康
に
関
与
す
る
か
が
重
要

で
、
最
小
限
の
不
快
と
最
大

限
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
を
追

求
し
た
い
、
と
講
演
を
締
め

く
く
っ
た
。

 

（
箕
面
市
・
久
保
隆
夫
）

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
２
階　
　

定
員　

40
人

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
経
税
部
員
、
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

筋
肉
質
な
経
営
体
質
を
作
る
イ
ロ
ハ
の
イ　

会
計
学

歯
科
医
院
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

２
月
15
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺

講
師　

坂
口
勝
氏
（
堺
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

症
例
か
ら
考
え
る
訪
問
診
療
の
は
じ
め
方

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
講
習
会

日
時　

２
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

 

ク
レ
オ
大
阪
中
央
（
地
下
鉄
「
四
天
王
寺
前
夕
陽
ケ

丘
」
駅
徒
歩
５
分
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

泉
井
秀
介
氏
（
生
野
区
開
業
、
ス
パ
イ
ス
研
究
家
）

会
費　

２
千
円

ス
パ
イ
ス
王
子
に
学
ぶ
（
作
る
）
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

教
室

日
時　

２
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

 

26
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で
（
会
員
院
所

歯
科
衛
生
士
限
定
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

５
千
円

※
『
正
確
な
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
』

（
定
価
３
９
９
６
円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま
す

の
で
、
院
所
で
一
冊
購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
〜
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

太
田
耕
司
氏
（
広
島
大
学
口
腔
健
康
科
学
科
研
究
室

公
衆
口
腔
保
健
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

日
常
臨
床
で
遭
遇
す
る
口
腔
粘
膜
疾
患
の
診
か
た

法
律　

２
月
３
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

２
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

２
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

　

現
地
を
訪
ね
て
石
切
駅
で

下
車
し
た
。
５
０
０
㍍
ほ
ど

坂
道
を
上
り
住
宅
街
を
抜
け

る
と
、
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
跡
が
見
え
て
き
た
。
人
が

入
れ
な
い
よ
う
に
柵
が
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ

放
題
だ
が
、
ホ
ー
ム
の
先
に

は
旧
生
駒
ト
ン
ネ
ル
の
入
り

口
が
見
え
、
当
時
の
面
影
を

残
し
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
幅
や
ホ
ー
ム

間
の
距
離
は
あ
ま
り
に
も
狭

い
。
ホ
ー
ム
も
低
く
、
当
時

の
車
両
は
か
な
り
小
型
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
か
と

　

近
鉄
奈
良
線
の
大
阪
の
最

東
端
は
石
切
駅
だ
が
、
60
年

ほ
ど
前
は
違
っ
た
。
石
切
駅

と
生
駒
駅
を
つ
な
ぐ
旧
生
駒

ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
に
「
孔

舎
衛
坂
」
と
い
う
駅
が
あ
っ

道
も
、
工
事
を
請
け
負
っ
た

大
林
組
も
経
営
が
傾
く
ほ
ど

だ
っ
た
と
い
う
。

　

開
通
前
は
道
路
も
鉄
道
も

い
う
と
チ
ン
チ
ン
電
車
に
近

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ト

大
和
川
沿
い
に
大
き
く
迂
回

し
て
奈
良
へ
向
か
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ほ
ぼ
直

線
で
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
は
画
期

的
で
、
開
通
に
伴
い
沿
線
に

駅
が
つ
く
ら
れ
た
。
奈
良
へ

向
か
う
大
阪
側
最
後
の
駅
と

し
て
孔
舎
衛
坂
も
に
ぎ
わ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

た
の
だ
。

　

旧
生
駒
ト
ン

ネ
ル
が
完
成
し

た
の
は
１
９
１

４
年
、
大
正
３

年
だ
。
当
時
、

世
界
標
準
の
レ

ー
ル
幅
で
複
線

の
最
も
長
い
ト

ン
ネ
ル
だ
っ
た

た
め
、
工
事
が

難
航
。
建
設
費

が
膨
れ
上
が

り
、
事
業
を
進

め
た
近
鉄
前
身

の
大
阪
電
気
軌

ン
ネ
ル
に
入
っ
て
み
た
く
な

る
が
、
生
駒
側
は
け
い
は
ん

な
線
に
拡
張
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
た
め
絶
対
に
立
ち
入

り
禁
止
だ
。

　

ト
ン
ネ
ル
内
で
は
46
年
、

47
年
に
相
次
い
で
車
両
火
災

が
発
生
。
48
年
に
は
ブ
レ
ー

キ
が
故
障
し
て
暴
走
し
、
多

後
、
高
度
成
長
を
迎
え
、
東

京
五
輪
の
64
年
に
新
生
駒
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
。
孔
舎
衛
坂

駅
は
役
目
を
終
え
た
。

　

ホ
ー
ム
脇
に
は
鳥
居
と
灯

篭
、
狛
犬
が
あ
り
、
神
社
ら

し
き
建
物
が
あ
る
。
参
拝
し

よ
う
に
も
立
ち
入
り
で
き
そ

う
に
な
い
が
、
工
事
中
の
落

を
後
回
し
に
し
て

い
た
こ
と
が
原
因

と
い
う
。
そ
の

ー
ト
は
朽

ち
、
雑
草
が

生
え
て
荒
れ

く
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
戦

後
の
物
資
不
足
で
安
全
対
策

盤
や
車
両
事
故
な
ど
で
亡
く

な
っ
た
人
を
慰
霊
し
て
い
る

と
か
。
敷
地
内
に
は
変
電
所

が
あ
り
、
鉄
塔
が
立
っ
て
い

る
。
土
地
活
用
な
の
だ
ろ

う
。
近
く
の
線
路
に
電
力
を

供
給
し
て
い
る
。

　

余
談
だ
が
奈
良
線
の
行
き

交
う
電
車
を
ト
ン
ネ
ル
近
く

で
眺
め
て
い
る
と
、
坂
の
上

り
下
り
の
ス
ピ
ー
ド
の
違
い

に
驚
い
た
。
考
え
て
み
れ
ば

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ

る
。
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
情
報

が
得
ら
れ
る
便
利
な
時
代
だ

が
、
足
を
運
べ
ば
様
ざ
ま
な

〝
気
づ
き
〞
が
あ
る
。

　

実
際
に
目
で
見
て
、
ト
ン

ネ
ル
建
設
に
賭
け
た
先
人
た

ち
の
思
い
に
触
れ
る
の
も
い

い
。

 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

旧
生
駒
ト
ン
ネ
ル
の
大
阪
側
入
り
口
に
あ
る
孔

舎
衛
坂
駅
跡
。
ホ
ー
ム
奥
に
鳥
居
が
見
え
る　

旧生駒トンネル。柵でふ
さがれて立ち入り禁止に
なっている　　　　　　

305

近
鉄
奈
良
行
大
阪
最
東
端
の
駅

孔孔く
　
さ
　
え

く
　
さ
　
え

舎
衛
舎
衛
坂坂ざ

か
ざ
か

駅
跡
駅
跡


